
参加お申し込み、最新情報はこちらをご覧ください。
にいがたライフスタイルカフェ 検  索

理想のライフスタイルから場所を選ぶ。

「にいがたライフスタイルカフェ」は、単なる移住セミナー

ではなく、理想のライフスタイルと暮らしたい地域を考

える会です。ゲストも新潟に限定せず、全国各地で理想

のライフスタイルを実現している先輩を招いてトーク

セッションとワークショップを行います。

主催：新潟県　共催：NPO 法人ふるさと回帰支援センター

申込先・問い合わせ：にいがたイナカレッジ e-mail：info@inacollege.jp ／ 電　話：0258-39-5525 

 

Q R
コード

（1９：00-20：４５）（木）9/21
＠ふるさと回帰支援センター

（〒100-0006 東京都千代田区有楽町２丁目 10-1 東京交通会館 8F）

定員：40 名（参加費：無料）

大桃　理絵（ゲストハウスなり）

伊佐　知美（灯台もと暮らし）

加藤　拓馬（一社丸オフィス）

GUEST

- 自分らしいライフスタイルを見つけよう！ -

Lifestyle cafe -2017-
にいがた

2017.9.21

「旅の仕事」～観光、体験、地方の旅を仕事にする～
ー  VOL.3 テーマ ー



期間限定
移 住

\ 11月 /

旅 の
仕 事

\ 9月 /

伊佐知美
(灯台もと暮らし）

日野　正基
 （にいがたイナカレッジ）

1986 年、新潟県生まれ。横浜市立大学国際総合科学

部卒。三井住友カード、講談社勤務を経て独立。現在

は(株)Waseiに所属。これからの暮らしを考えるウェ

ブメディア『灯台もと暮らし』編集長・ライター・フォ

トグラファーとして活動中。日本全国、世界中を旅し

ながら取材・執筆活動をしている多拠点居住者。連載「伊

佐知美の世界一周さんぽ」( 昭文社・ことりっぷ )。著

書に『移住女子』(新潮社 )。

1987 年新潟県新潟市生まれ。2011 年に中山間地の

担い手育成のためのインターンシップ事業「にいがた

イナカレッジ」を立ち上げる。2013 年から「移住女

子の挑戦！次世代につなげたい！【ChuClu( ちゅく

る )】」プロジェクトをプロデュースし、移住女子の仕

事創りに取り組んでいる。

第三回目のテーマは『旅の仕事』

主催：新潟県　共催：NPO 法人ふるさと回帰支援センター
申込先・問い合わせ：にいがたイナカレッジ（事務局：( 公社 ) 中越防災安全推進機構 ムラビト・デザインセンター内）
担　当：日野・野村 e-mail：info@inacollege.jp ／ 電　話：0258-39-5525 ／ ＦＡＸ：0258-39-5526

「地方の旅を仕事にする」
休耕地や空き家の活用、限界集落の再生、農業漁業の後継者育成、伝統の文化の担い手づくり、商店街の空き店舗活用、これらの問題を

解決する重要なカギの 1 つが、観光・交流産業、住む人・来る人の交わりです。また、ゲストハウスやインバウンドや観光 DMO など国

をあげて、観光を盛り上げる取り組みが始まっています。今回のこの旅を仕事にしている人を招いてお話します。

参加お申し込み、最新情報はこちらをご覧ください。
にいがたライフスタイルカフェ 検  索

　（9/2１ 1９:00～ 会場：ふるさと回帰支援センター）
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各会のトークテーマ
-thema-

「にいがたライフスタイルカフェ」の特徴

「これからの働き方・暮らし方」トークセッション
「ローカルビジネス」、「コミュニティプレイス」、「旅の仕事」、「伝統をつなぐ」、「期
間限定移住」「パラレルワーク」と6つのトークテーマで、にいがたで自分らしいライフスタイル
を実現している先輩と全国各地で活躍してる方をお呼びしてトークセッションを行います。

つながる「地方暮らしコミュニティ」
トークセッションだけでなく、自分らしいライフスタイルを実現するためにはどうしたらいいか？を先輩、
集まった仲間と共に考えるワークショップを行います。単なるセミナーではなく、先輩、同じ考えをもっ
た仲間ができる会です。

加藤拓馬
(一社まるオフィス）

1989 年、兵庫県生まれ。2011 年東日本大震災を

機に、宮城県気仙沼市に移住、復興支援活動に従事

する。漁師体験など地域の魅力の発信活動を経て、(一

社 ) まるオフィスを立ち上げる。現在は地域教育や

マイプロ支援を通して若者の人材育成を行うほか、

移住推進など地域内外の人材マッチングを展開する。

気仙沼市移住・定住支援センターMINATO センター

長。早稲田大学卒。

\ ７月 /

コミュニティ
プ レ イ ス

\ ８月 /

伝 統 を
つ な ぐ

\ 10月 /

パラレル
ワ ー ク

\ １月 /

ローカル
ビジネス

GUEST

大桃　理絵
（ゲストハウスnari なり）

長野県に移り住み、ゲストハウスの施工を手伝い、

オープンしてからはそのままスタッフとして 1 年半

ほど働く。32 歳になった時、今度は自分のゲスト

ハウスを造るために、新潟市に二度目のＵターン。

沼垂東２の築９０年ほどの民家を借り、ゲストハウ

スなりを開業。


